
                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 冬号 
令和 6 年  1 月発行 

社会福祉法人 優愛会 

しあわせ保育園 

看護師   

 

 あけましておめでとうございます。年末年始は楽しく過ごせましたか？今年も元気に過ごすために、食事、 

運動、睡眠のバランスを大切にしていきましょう。今年も子ども達が健康に過ごせるように、ほけんだより

を通して病気や予防法などについてお伝えしていきます。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

子どもは大人と違って皮膚のバリア機能が弱く、

手足が冷たくなりやすい特徴があります。 

そのため大人とは違う配慮が必要です。 

肌が乾燥したままの状態が続くとかゆみを伴う 

発疹ができ、かきむしって悪化させてしまうことが

あります。空気が乾燥するこの季節は、入浴後や外

出前に保湿効果のあるクリームなどを塗って優しく

保護してあげましょう。 

 

冬のスキンケア 乾燥対策のポイント 
  

湿度が５０％以下になると、皮膚の乾燥が始

まると言われています。加湿器の使用や洗濯

物の部屋干しなどで、室内の湿度調整を行

い、衣類は通気性のよい物を選びましょう。 
特に乳児は、冬場だけでなく一年を通したス

キンケアが欠かせません。子どもの肌質や年

齢に合った保湿剤を見つけておくのもよい

でしょう。 

様々な感染症が流行っています   

・インフルエンザ 

・感染性胃腸炎 

・溶連菌 

・アデノウイルス（咽頭結膜熱、流行

性角膜炎など） 

・A群溶血性レンサ球菌咽頭炎 

※症状に関しては掲示しております 

十分な睡眠、十分な栄養、適度な運動 

を心掛けましょう！ 

薬の飲ませ方 
【シロップ】 
薄めずそのまま飲ませます。乳児は必要な量

をスポイトやスプーンで取り、口の中に入れ

ましょう。 

【粉薬】 
・水で溶く場合 

 少量の水か、ぬるま湯で薬を溶かします。飲ま

せる時はスプーンやスポイトなどを使いまし

ょう。 

・直接口に入れたい場合 

 開いた状態の口の中に直接粉薬を入れます。 

・練る場合 

 小さな器に粉薬を入れ、数滴の水をたらし、 

だんご状に練ります。練った薬は頬の内側あ

たりに塗ります。 
 

※ どの飲ませ方をした場合も薬を飲んだ後は水や

湯冷ましを飲ませましょう。 

食品に混ぜる時は 

オレンジジュース、りんごジュース、スポ

ーツドリンク、ヨーグルトなどの酸味があ

る食品に薬を混ぜる場合、残してしまうこ

ともあるので、薬を混ぜる時の量は少なめ

にしましょう。また、ミルク、おかゆな

ど、主食には混ぜないようにしましょう。

味の変化で食べ物自体を嫌いになってしま

う可能性もあるかもしれませんので、 

お気をつけ下さい。 

   

・設定温度は 18～２０℃ 

・１時間に１回の換気 

・十分な手洗い 

・足元を中心に温め上半身は温め過ぎない  

・加湿器などで部屋の湿度を保つ 
(室内に洗濯物を干す、コップ一杯の水を暖房機の近くに置く) 

 

手洗い・室温管理・換気が一番大切！ 
 

 

部屋の中を温め過ぎると、空気が乾燥し具合が悪くなることがあります。

下記のポイントを意識して過ごしましょう。 

 


